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＜連絡事項＞
・本日病棟巡視実施。下記指摘を受けています。
　①窓ガラスが汚い
　②廊下の棚内を整理。不要な物は処分（家電以外）し、スペースを作ってCSセットの収納を検討。
＜患者様連絡事項＞
・坂本　福子様～疼痛時ロキソプロフェンNa10回分処方となっています。
・歯科受診～本日、坂本　福子様・泉山　紀子様・藤村　翔様受診しています。来週も継続です。
・高田　マキ様～6/16（木）グループホーム「まちなか」見学の為、12：15～16：00外出申請しています。
　　　　　　　　本日、現金書留で6000円届いている為、本人へ渡しています。

＜要注目患者様＞
・岡本　将孝様～バイタルサイン異常なく、呼吸苦の訴えもない。悲観的発言はなくプログラムにも自主的に参加している。
・高橋　義明様～夜間不眠で経過し、再入眠の促しに怒鳴り返す様子見られていたと報告あり。日中は、唸り声はなく日課にも遅れず参加。介入時の易怒性もなく対応は穏やか。
・坂本　福子様～起床後から頭痛の訴え聞かれており、朝食後に疼痛時）ロキソプロフェン1錠服用。眠気と頭痛を理由に作業療法も欠席。傾眠傾向見られ、昼食の促しにも拒否みられていますが、歯科受診もある為摂取するよう促すと全量摂取出来ています。午後のおやつの時間にはホールで過ごし、嗜好品の摂取も見られていますが、入浴の促しには頭痛・眠気を訴え拒否。時間外での入浴希望に繋がる事を説明すると、入浴する事は出来ています。本人はうつ状態と訴えていますが、話し掛けの内容や表情には気分高揚が窺える為、様子確認しながら日課に遅れず取り組めるよう促していきましょう。
＜田名部Dr診察＞
・岡本　将孝様～息切れはみられず、日課も取組み出来ている。排便-8日だが、本人が浣腸拒否のため様子観察の指示あり。退院処方及び退院指示は来週指示を出すと話がある。
・吉田　守幸様～調子は良く、気分も落ち着いている。便秘傾向見られており、昼食後にビーマス2錠追加となる。
・高橋　義明様～夜間不眠や介入時に叫ぶ様子がみられている事を報告。本人は夜間の睡眠はとれていると話されており、処方変更している為そのまま様子観察となる。
・池田　康憲様～800万円程の借金請求書が届いているが、本人が借金を認めない状態にあり、利息が膨らんでいる状態にある事を報告。日課には影響はなく、夜間の睡眠もとれている。気分の落ち込みはあり、身体の疼痛も訴え聞かれているが自宅での生活可能な範囲であると判断し、今後自宅への退院を調整していく。
・藤村　翔様～「先週は敬語を使わず失礼しました」と発言あり。幻聴については「あるけど、電話をした時も大丈夫でした」と話されている。精神症状は落ち着いている為、2回目の外泊訓練を調整していくよう指示あり。
・金　留示子様～一時的な気分の落ち込みはみられるが、大きく不安定となる事は無い。採血の結果は異常なかった事を説明。夜間の睡眠もとれている為、処方継続としている。
・高田　マキ様～十和田のＧＨ「まちなか」の見学を進めていることを報告。本人からは1年後の入居であると訴えあり。他者に依頼して買い物を行わないよう指導あり。
・三浦　みよ子様～本日の午前中は吐き気を訴え作業療法欠席し、最近他者の独語にイライラしている様子が見られている事を報告。

本人からも「独り言がうるさくて、うるさいって怒ってしまった。イライラする事はあるし、今も気になる」と話す。外出や施設の体験希望あり、感染状況をみながら進めていくことを説明している。
・尾嵜　マリ子様～大声で不満を訴えながら歩き、他者への暴言や日課の拒否もみられている事を報告。

診察時にも「調子は悪い、怠い、疲れる、家に帰りたい。5年も入院して疲れた」と訴える。今後は施設入所して訓練を経てから自宅へ戻る事を検討するよう説明している。アンブロキソール2錠→1錠　1×朝に減薬、ペロスピロン1錠→2錠　2×朝・夕食後へ増薬。
・小坂　君子様～体調問うと「血圧は普段120位なんですが、働くと140位になるんです。普段が低すぎる事を家族に相談しようと思います。服がどうなったのかも気になるから、それも家族に聞きます」と話す。内服について自ら服用内容を質問されているが、拒薬発言は無い。幻聴は気にならないと話しており、「幻聴は分かりますから、あったらスタッフに報告します」と話す。

「三浦綾子さんと出河さんが話をしているんですが、2人の関係が気になるんです」と話す為、他者への干渉はしなくて良い事を説明している。
・三浦　綾子様～調子は落ち着いており、プログラムにも積極的に参加出来ている。幻聴はあるが、作業に取り組んでいる時には気にならず、夜間の睡眠への影響もないと話している。
・畑中　成夫様～痛みは継続していると話し、臨時薬は同内容継続となる。

作業療法に集中出来ず、厄払いをしたいと思って外を眺めたが他者の独語が気になり叫ぶ事があったと話す。水曜日におやつ摂取した際、咽頭部に焼けるような痛みがあったと報告。対応したのが男性スタッフであった為、自分への腹いせに薬品を混入したのではないかと訴える。そのような行動はスタッフは取らない事を説明。
・寺地　光幸様～調子は良く、夜間の睡眠もとれていると話す。外泊訓練については「不安があって、まだ・・・。外で人の目を気にしないで過ごせるか不安」と訴える。膝の疼痛訴え、フェルビナクスチック1本処方。
・赤間　健太様～退院の希望聞かれており、現在関係機関と調整中である事を説明。進み次第退院となる事を説明し了承されている。
・久保　興介様～特定女性患者様に対し、自分の悪口を言っているという思い込みがあり、相手への嫌がらせが見られている事を報告。

本人からも、「泉山さんにべたべたされる」と訴え聞かれ、距離を置きたいが相手が干渉してくるとの発言あり。適度に距離を持って対応するよう説明している。処方は変更なし。
・高橋　伸治様～調子は変わりなく、腹痛もないとの事。
